
が
、
単
に
帝
国
図
書
館
の
内
部
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
当
時
存
在

，
し
て
い
た
出
版
警
察
法
制
と
直
接
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
看
取
す
る
こ
ど
が
で
き
た
。
，
そ
の
意
味
で
以
上
は
、
戦
前
期
出
版

警
察
法
制
の
一
側
面
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
つ

　
な
お
、
本
稿
鳳
至
稿
同
様
、
図
書
館
を
通
し
て
み
た
出
版
警
察
法
」

．
制
の
』
側
面
に
つ
い
て
、
「
あ
く
ま
で
も
「
素
描
」
「
を
試
み
た
も
の
で

あ
る
。
以
上
で
呪
ら
か
，
に
な
っ
た
実
態
を
さ
ら
に
出
版
警
察
法
制
の

全
体
の
中
に
位
置
づ
け
を
な
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
課
題

で
あ
ろ
う
。
、
ま
た
、
．
世
界
史
的
’
に
み
池
ば
、
検
閣
の
問
題
は
、
人
類

社
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
常
に
重
大
な
問
題
と
し

・
て
存
在
し
続
け
て
い
る
。
本
稿
が
対
象
と
し
た
一
九
世
紀
後
半
か
ら

二
〇
世
紀
前
半
に
か
け
て
も
、
各
国
に
お
い
て
様
々
な
検
閲
を
め
ぐ

る
問
題
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
わ
が
国
の
こ
れ
ら
の
動
向
が
、
伺
時

代
の
世
界
の
流
れ
の
中
で
さ
ら
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
も
、
つ
ぎ
の
課

題
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
　
，
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
西
村
正
守
氏
、
佐
野
力
氏
、
菊
地
和
子
氏

　
　
－
か
ら
資
料
上
多
く
の
教
示
を
得
た
こ
と
に
感
謝
す
る
。

　　
@　
@　
@　蝸
詹
ﾛ
羅
（
出
向
屯
）
Y

4

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
事
例

　
質
問
　
伊
藤
銀
月
の
著
作
リ
ス
ト
，
（
県
立
図
書
館
）
　
熟

　
回
答
∴
当
館
所
蔵
の
伊
藤
銀
月
の
主
な
図
書
を
次
に
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

　
『
詩
的
東
京
』
　
曙
光
社
、
明
3
4
　
、
（
三
〇
1
七
五
）
．
・

一
『
最
新
東
京
繁
昌
記
』
　
上
巻
　
内
外
出
版
会
　
明
3
6
　
（
九
六
一
一
七
六
）

　
『
人
情
観
的
目
本
史
』
　
文
禄
堂
　
明
3
7
，
，
（
四
五
i
四
三
．
一
）
．

　
『
百
字
文
の
栞
』
八
伊
藤
銀
月
編
）
．
文
学
伺
志
会
　
明
3
8
　
（
九
八
i
デ
四

」
五
）

　
『
つ
き
影
』
　
如
山
堂
書
店
　
明
3
8
　
（
九
八
－
六
五
）

・
『
太
閤
記
』
　
文
禄
堂
　
明
3
8
　
（
九
九
一
一
六
四
）

　
『
百
字
文
暦
』
幽
伊
藤
銀
月
編
　
百
字
文
会
　
明
3
9
　
（
九
四
－
四
一
．
ニ
ハ
）
，

　
．
『
予
の
半
面
』
　
弘
道
館
　
明
3
9
　
（
一
四
〇
1
七
一
二
）

　
『
銀
月
交
』
楽
山
堂
書
房
　
明
4
2
　
（
七
二
⊥
二
七
四
）

　
『
伊
藤
博
文
公
』
　
千
代
田
書
房
　
明
4
2
．
（
七
ニ
ー
三
五
九
）

　
『
海
舟
と
南
洲
』
　
千
代
田
書
房
，
明
4
2
圃
（
七
二
⊥
二
五
八
〉

　
『
南
朝
と
北
朝
』
　
千
代
田
書
房
　
明
4
3
　
（
七
言
ー
三
九
四
）
．

　
『
秀
吉
と
家
康
』
，
全
2
冊
　
千
代
田
書
房
・
明
4
2
・
4
3
　
（
三
叉
ー
三
四

六
）
　
　
　
　
　
　
　
「
　
－

　
『
日
本
警
語
史
』
（
伊
藤
銀
月
編
｝
）
　
実
業
の
目
本
社
　
大
7
　
（
三
七
六
－

二
〇
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
参
ン
ー
一
八
〇
七
）
「

　　r　至
二




